資料編　共通
越中文学散歩　作家紹介

	作家名
	新田　次郎（にった　じろう）

	生年－没年
	１９１２　－　１９８０

	作者について
	　本名　藤原 寛人（ふじわら ひろと）
　長野県上諏訪町生まれ
　中央気象台（現在の気象庁）に勤務の傍ら、山岳を舞台とした小説を数多く発表する。白馬岳山頂へ巨石を運び上げる強力の悲劇を描いた「強力伝」では、直木賞を受賞している。
　妻であり作家の藤原ていは、「流れる星は生きている」の著者。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 神通川（学習研究社）
· 富士山頂（文藝春秋）
· 八甲田山死の彷徨（新潮社）
· 剣岳　点の記（文藝春秋）

	その他
	　今回紹介した「剣岳　点の記」は、2009年映画化された。



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	木本　正次（きもと　しょうじ）

	生年－没年
	１９１２　－　１９９５

	作者について
	　徳島県海部郡牟岐町生まれ
　大阪毎日新聞（現在の毎日新聞）の記者を務めながら書いた「刀塚」は1960年（昭和35年）に直木賞候補となる。その後、1968年に発表され代表作となった「黒部の太陽」は東京での編集委員在任中、毎日新聞に連載した作品である。退職後は作家として活動し、主に企業と人間の関わりを題材にした作品を続々発表した。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 香港の水（講談社、日本放送出版協会）
· 黒部の太陽（新潮社、講談社、毎日新聞社）
· 東への鉄路〔上・下〕（学陽書房）
· 燃える男の肖像（講談社）

	その他
	　今回紹介した「黒部の太陽」は、1968年に映画化、2008年に舞台化された。



	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	吉村　昭（よしむら　あきら）

	生年－没年
	１９２７　－　２００６

	作者について
	　東京都北豊島郡日暮里町（現在の東京都荒川区）生まれ

　初期の作品では生と死をみつめた短編小説が多く、1966年に「星への旅」が太宰治賞を受賞した。その後、ドキュメント作品に新境地を拓き、「戦艦武蔵」等で菊池寛賞を受賞した。更に歴史小説にも力を注ぎ、多彩な長篇小説を次々に発表。徹底的な取材の裏づけと緻密な構成による記録文学を得意とし、1967年の「高熱隧道」では極限状況における人間の姿を余すことなく描いた。

　妻は「玩具」の著者である作家の津村節子。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 星への旅（筑摩書房）
· 戦艦武蔵（新潮社）
· 高熱隧道（新潮社）
· 破獄（岩波書店）

	その他
	　取材の際に隧道を通った吉村昭は、「私はあまりの熱さに頭を抱えてしまった。そこが高熱隧道と呼ばれる所だと聞き、あんなすごい所は地上にないと思った」と語っている。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	田部　重治（たなべ　じゅうじ）

	生年－没年
	１８８４　－　１９７２

	作者について
	　旧姓　南日 重治（なんにち じゅうじ）
　富山県新川郡山室村（現在の富山市）生まれ

　東京帝国大学英文科卒業後、東洋大学、法政大学、など数々の大学で英文学を講じる。英文学者として「ワーヅワース詩集」などの名訳を遺した。また、大学在学中に木暮理太郎の影響を受け、山に親しみはじめる。登山家として北アルプス・奥秩父など多くの山々を登り、山岳紀行文を発表した。登山界に大きな影響を与えたその一つに今回紹介した「山と渓谷」がある。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 中世欧州文学史（第一書房）
· 山と渓谷（第一書房）
· ふるさと文学館第23巻『笛吹川を溯る』（ぎょうせい）
· ワーヅワース詩集（岩波書店）

	その他
	　母校である富山市立山室小学校のグラウンド脇には、田部重治の歌碑があり、同校の校歌も作詞している。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	大井　冷光（おおい　れいこう）

	生年－没年
	１８８５　－　１９２１

	作者について
	　本名　大井 信勝（おおい のぶかつ）
　富山県上新川郡常願寺村（現在の富山市）生まれ

　幼いときに父母を亡くし、現在の北日本新聞社の前身である高岡新報社、富山日報社に勤務するかたわら、童話作家・登山家として活躍し、人文・自然全般にわたる初の研究書「立山案内」を刊行した。やがて越中の民話を題材に冷光の名で「姉倉比売・猿の望み」などの越中お伽噺集を発売。
　1911年に上京して時事新報社に入社、この頃より全国各地で精力的に自作童話の自作自演に全力を傾けたが、1921年、神奈川県での童話口演中に急逝した。遺作集として「母のお伽噺」が刊行されている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 立山案内（清明堂）
· 立山昔話（有頼会）
· 雲の子供（富山県立図書館〔私製〕）
· うまれた家（大井冷光を語る会）

	その他
	　母校の富山市立三郷小学校には、大井冷光が愛用したとされるオルガンが1998年に寄贈され、音楽室に展示してある。


	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	高橋　治（たかはし　おさむ）

	生年－没年
	１９２９　－　

	作者について
	　千葉県千葉市生まれ。

　1953年、松竹に入社し、1960年より監督作品を発表、並行して戯曲なども執筆する。1965年文筆業に転じ、本格的に作家活動をはじめる。1984年に「秘伝」で直木賞受賞。伝記物のほか、叙情的な恋愛小説でも幅広い支持を得ている。そのひとつである今回紹介した「風の盆恋歌」は長編恋愛小説であり、八尾の町並みやおわら風の盆の様子が物語の背景に美しく描かれている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 派兵〔全4部〕（朝日新聞社）
· 絢爛たる影絵（文芸春秋）
· 秘伝（講談社）
· 風の盆恋歌（新潮社）

	その他
	　1985年に発表された小説「風の盆恋歌」はテレビドラマ、演劇化され、毎年9月に行われる越中八尾のおわら風の盆は全国的に有名になった。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	柏原　兵三（かしわばら　ひょうぞう）

	生年－没年
	１９３３　－　１９７２

	作者について
	　千葉県千葉市生まれ。
　東京大学の文学部でドイツ文学を専攻し、ベルリンに留学する。帰国後、ドイツ文学者として大学で講義をする傍ら執筆活動を続ける。脳溢血により、38歳の若さで亡くなる。

　1944年、太平洋戦争末期、兵三は、父の故郷である入善町吉原へ疎開した。このとき体験した少年同士の確執と友情をもとに、1969年、自伝的長編小説「長い道」を発表。この小説は、同じく富山県出身である藤子不二雄Ⓐ氏が発表した漫画「少年時代」の原作である。1967年、「徳山道助の帰郷」で芥川賞受賞。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 徳山道助の帰郷（新潮社）
· 仮りの栖（講談社）
· ベルリン漂泊（文芸春秋）
· 長い道（桂書房、講談社）

	その他
	　藤子不二雄Ⓐによる「少年時代」は、1990年に映画化され日本アカデミー賞を受賞している。旧上原小学校の跡地の公園には柏原の記念文学碑がある。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	藤子不二雄Ⓐ（ふじこ　ふじお　えい）

	生年－没年
	１９３４－　

	作者について
	　本名　安孫子 素雄（あびこ もとお）
　富山県氷見郡氷見町（現在の氷見市）生まれ
　漫画家であり、小学校での同級生だった藤本弘（藤子・F・不二雄）とともに藤子不二雄として多くの作品を生み出す。その後　藤子不二雄Ⓐとして映画「少年時代」をプロデュースするなど多彩な活動を展開する。
　氷見市の街中には作者がデザインした「さかな紳士録」と称したモニュメントが設置されている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 藤子・Ｆ・不二雄大全集『オバケのＱ太郎』（小学館）

· プロゴルファー猿〔全2巻〕（中央公論社）

· まんが道（中央公論社）

· 少年時代（中央公論社、講談社）

	その他
	　柏原兵三の小説「長い道」を漫画化した「少年時代」は、1978～1979年（昭和53～54年）に「週刊少年マガジン」に連載された。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	岩倉　政治（いわくら　まさじ）

	生年－没年
	１９０３　－　２０００

	作者について
	　富山県東砺波郡高瀬村（現在の南砺市井波町）生まれ

　日本プロレタリア文芸連盟の政治活動において、治安維持法により2度検挙されている。自宅監禁のもとで執筆した「稲熱病（いもちびょう）」が、芥川賞候補となり、後に注目を浴びる。富山に戻り、執筆した作品の大半は南砺の農民の生き方にこだわるものであり、今回紹介した「村長日記」で第3回農民文学有馬賞を受賞。
　「無告の記」3部作を80歳にして書き上げるなど、天寿を全うするまで精力的に執筆活動を続けた。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 冬を籠る村『稲熱病』（河出書房）
· 村長日記（中央公論社）
· 空気がなくなる日（ポプラ社、新日本出版社）
· 無告の記〔上・中・下〕（新興出版社）

	その他
	　少年向けの作品「空気がなくなる日」は教科書にも採用され、1949年には映画化された。


	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	源氏　鶏太（げんじ　けいた）

	生年－没年
	１９１２　－　１９８５

	作者について
	　本名　田中 富雄（たなか とみお）
　富山県富山市生まれ

　住友合資会社のサラリーマンとして勤務の傍ら、会社を舞台にしたユーモアかつ明朗小説を発表し、「サラリーマン小説の第一人者」と呼ばれる。1951年に「英語屋さん」で直木賞を受賞。ベストセラーとなった「三等重役」は1951年から52年にかけて「サンデー毎日」に連載されたものである。毎週一話完結のショートストーリーをまとめたものを後に長編小説として刊行した。

　1956年には会社を退職し、その後は作家活動に専念した。晩年は1970年頃から大きく作風を変え、従来とは違い「怪奇小説」をたびたび発表した。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 英語屋さん（未知谷、講談社）
· 三等重役（毎日新聞社、講談社）
· 幽霊になった男（講談社）
· あなたの夫はサラリーマン（講談社）

	その他
	　「三等重役」は、1952年に東宝により映画化された。この映画により森繁久彌は映画スターとなり、「続三等重役」「一等社員 三等重役兄弟篇」とシリーズ化されることになった。


	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	宮本　輝（みやもと　てる）

	生年－没年
	１９４７　－　

	作者について
	　本名　宮本 正仁（みやもと まさひと）
　兵庫県神戸市生まれ

　広告代理店退職後、作家の道に進み始める。1977年に「泥の河」で太宰治賞を受賞し、作家デビューを果たす。翌年には「螢川」で芥川賞を受賞。この作品は川三部作といわれる作品の一つで、昭和37年の富山市を舞台にした透明感あふれる初期の代表作である。

　エッセイストとしても評価が高く幅広い読者層から人気を得ている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 螢川（筑摩書房、新潮社、集英社）
· 道頓堀川（筑摩書房、新潮社）
· 青が散る（文芸春秋、新潮社）
· 優駿〔上・下〕（新潮社）

	その他
	　「螢川」は、1987年に映画化された。



	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	堀田　善衛（ほった　よしえ）

	生年－没年
	１９１８　－　１９９８

	作者について
	　富山県射水郡伏木町（現在の高岡市）生まれ

　1942年に国際文化振興会に就職し、上海へ渡った。戦後、帰国し本格的に執筆活動をはじめ、1951年に「広場の孤独」「漢奸」で芥川賞を受賞。世界的な視野をもつ戦後派文学作家としての地位を確立した。

　生家は300年以上続く廻船問屋を営んだ鶴屋。1957年の「鶴のいた庭」は高岡市伏木を舞台に、曾祖父の晩年を描いた短編小説である。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 広場の孤独（中央公論者、新潮社、筑摩書房）
· 鶴のいた庭（講談社、筑摩書房、富山県立図書館〔私製〕）
· 方丈記私記（筑摩書房）
· ゴヤ（新潮社、筑摩書房）

	その他
	　神奈川近代文学館で2008年に開催された「堀田善衛展」では、スタジオジブリによる「方丈記私記」のイメージボードが展示された。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	田中　冬二（たなか　ふゆじ）

	生年－没年
	１８９４　－　１９８０

	作者について
	　本名　田中 吉之助（たなか きちのすけ）　福島県福島市生まれ

　第三銀行（現富士銀行）勤務の傍ら、詩作に励んだ。1929年に初めての詩集である「青い夜道」を刊行し、詩壇デビューを果たす。翌年の詩集「海の見える石段」とともに注目を浴びる。1971年に日本現代詩人会会長に就任。

　「ふるさとにて」で表される“ふるさと”とは父の故郷 黒部市「生地」であり、幼い頃に両親を失い、叔父に育てられた冬二の心の支えになった場所である。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 青い夜道『ふるさとにて』（名著刊行会、日本図書センター）
· 田中冬二詩集〔全3巻〕（筑摩書房）
· サングラスの蕪村（中央公論社）

· つつじの花（くずの花の会）

	その他
	　現在は旅館となっている父の生家跡「たなかや」には、田中冬二資料室「ぽえむ ふるさと」があり、直筆の原稿、色紙など、ゆかりの品が展示されている。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	木崎　さと子（きざき　さとこ）

	生年－没年
	１９３９　－　

	作者について
	　本名　原田 正子（はらだ まさこ）　旧満州の新京（現在の長春）生まれ

　小学校5年～高校卒業までを富山県高岡市で過ごす。結婚と同時にアメリカやフランスに移住し、1979年に帰国後、執筆活動に入る。1980年に「裸足」で文学界新人賞、1984年「青桐」で芥川賞を受賞した。

　「青桐」は高岡を舞台設定にした代表作のひとつで、生死の物語を展開する背景に北陸の風土や高岡市南部の静かな田園地帯が投影されている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 裸足（文芸春秋）
· 青桐（文芸春秋）
· 沈める寺（新潮社）
· 星降る街の物語（河出書房新社）

	その他
	　1988年に「沈める寺」で芸術選奨文部大臣新人賞を受賞。この作品は富山県氷見市朝日本町の浄土真宗のお寺「光照寺」がモデルになっている。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	辺見　じゅん（へんみ　じゅん）

	生年－没年
	１９３９　－　

	作者について
	　富山県中新川郡水橋村（現在の富山市）生まれ

　角川書店の創立者であり俳人の角川源義（げんよし）の娘。幼少期を富山で過ごした。早稲田大学文学部を卒業後、編集者を経て、歌人・ノンフィクション作家として活躍している。

　1984年に「男たちの大和」で新田次郎文学賞受賞。1988年には「闇の祝祭」で現代短歌女流賞を受賞。1991年に刊行された「花子のくにの歳時記」には『立山の精霊市』と題して、奥深い立山信仰の魅力や、故郷への思いを綴っている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 男たちの大和〔上・下〕（角川書店）
· 闇の祝祭（角川書店）
· 収容所（ラーゲリ）から来た遺書（文芸春秋）
· 花子のくにの歳時記（小学館）

	その他
	　エッセー集「花子のくにの歳時記」を執筆後に2度、立山町芦峅寺での布橋灌頂会に女人衆として参加している。「男たちの大和」は2005年、映画化された。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	遠藤　和子（えんどう　かずこ）

	生年－没年
	１９２５　－　

	作者について
	　富山県富山市生まれ

　富山師範学校卒業後、教員をしながら劇作、童話作品などを手がける。退職後、富山の歴史的テーマを題材に本格的な執筆活動をはじめる。

　児童文学「オロロのいる村」は教師と子ども達の温かくも切ない物語である。現在は廃村になった福光町 中河内村の分校をモデルに描かれている。

　また、佐々成政研究家としても知られていて、これまでの成政の歴史的イメージを転換させ注目を浴びた。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 松村謙三（KNB興産出版部）
· オロロのいる村（あすなろ書房）
· 物語 佐々成政（北日本新聞社）
· 富山の薬売り（サイマル出版会）

	その他
	　新たな佐々成政像が契機となり、1989年の富山市制百年行事では市民劇場が上演された。


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	作家名
	青木　新門（あおき　しんもん）

	生年－没年
	１９３７　－　

	作者について
	　富山県下新川郡入善町生まれ

　飲食店経営の傍ら文学を志す。吉村昭の推薦で、「文学者」に短編小説「柿の炎」が掲載される。その後、1973年に冠婚葬祭会社（現オークス）に入社する。職場での体験を基に1993年、「納棺夫日記」を著しベストセラーになる。得意とする“死”に光をあてる著作に対し、「雪道」は“生”をテーマにした〔いのち〕に関する詩集である。短詩33篇と長編童話「神通川」から構成されている。

　小説や詩集、童話、旅行記など、執筆活動の幅は広い。

　現在は著述、講演活動などを主に行っている。

	作品紹介
（県立図書館蔵）
	· 雪道（桂書房）
· 転生回廊（北日本新聞社）
· 納棺夫日記（桂書房、文芸春秋）
· Coffinman（Buddhist Education Center）

	その他
	　「納棺夫日記」は1998年に米国で「Coffinman」と題され英訳出版された。また、2008年には、この作品をもとに制作された映画「おくりびと」がアカデミー賞を受賞した。


	

	

	

	

	

	

	

	








